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フタバスズキリュウの発見と化石少年の夢
7/28（土）

星砂を探そう
7/8（日）・15（日）・21（土）・8/14（火）

折り紙で恐竜を作ろう
7/29（日）

化石発掘たいけん
8/4・5・11・12・18・19・25・26・9/1・2（土・日）

7/7（土）・14（土）は化石プレゼントデー
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http://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/
協賛：海と船の博物館ネットワーク協議会／後援：NHK千葉放送局　日本古生物学会

Natural History Museum and Institute, Chiba



フタバスズキリュウの発見と化石少年の夢
	 7/28（土） （13:00〜15:00、定員200名）
	 ☆フタバスズキリュウの発見者、鈴木直さんがゲスト。
	 　化石少年たちによる夢のトークショーです。

星砂を探そう
	 7/8（日）・15（日）・21（土）・8/14（火）
	 （1日2回：11:00〜12:00・13:30〜14:30、 各回定員20名）
	 ☆沖縄の海岸の砂から、星砂（有孔虫の殻）を探します。

折り紙で恐竜を作ろう
	 7/29（日） （14:00〜16:00、 定員40名）
	 講師：木村 哲夫氏（折り紙作家）

化石発掘たいけん
	 8/4・5・11・12・18・19・25・26・9/1・2（土・日）
	   1日4回	 10:00〜10:45・11:15〜12:00
	   各回定員20名	 13:30〜14:15・14:45〜15:30

	 ☆�1000万年前の岩石から、ハンマーとたがねを使って、自分の手
で化石を探します。サメの歯が見つかるかもしれない！

化石プレゼントデー
	 7/7（土）・14（土） （10:00〜、先着100名）
	 ☆詳しくは来館してのお楽しみ！

平成19年度企画展

化石が語る熱帯の海 −1600万年前の日本−

スケンクセンニンガイ

星砂

トークショー

イベント盛りだくさん!!!（企画展観覧者対象）

産サメの歯化石コレクションもあるよ日本産で最大の標本か？
高さ155mm

	 「関東平野の地震の揺れを科学する」
	   講師：高橋  雅紀氏（産業技術総合研究所主任研究員）

	 「日本が熱帯だったころ」
	   講師：糸魚川  淳二氏（名古屋大学名誉教授）

	 「デスモスチルスのなぞ」
	   講師：山崎  信寿氏（慶應義塾大学教授）

講演会（13:30〜15:00、定員200名）

7/16（月祝）

8/26（日）

8/5（日）

マングローブ湿地の住人たち

開館時間　午前9時〜午後4時30分（入館は午後4時まで）

入 場 料　一般500円（400円）、高校・大学生250円（200円）（カッコ内は20名以上の団体料金）
　　　　　※次の方は入場無料です。
　　　　　　中学生・小学生・学齢未満児／65歳以上の方（年齢を示すものを提示）
　　　　　　�身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの方（手帳提示）及

び介助者

休 館 日　毎週月曜日、ただし7/16（月祝）は開館、翌7/17（火）は休館。8/13（月）は開館。

お問い合わせ	 千葉県立中央博物館　〒260-8682　千葉市中央区青葉町955-2（青葉の森公園内）
	 電話 043-265-3111（代表）　ファクス 043-266-2481
	 ホームページ http://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/

交通案内　【電車・バスをご利用の場合】
　　　　　・�JR千葉駅東口7番乗り場から京成バス「大学病院」「大学病院・南矢作」行きで約15

分、「中央博物館」下車、徒歩7分。
　　　　　・�JR千葉駅東口6番乗り場から、ちばシティバス「川戸都苑」行きで約15分、「中央博

物館」下車、徒歩7分。
　　　　　・�JR千葉駅東口2番乗り場から千葉中央バス「中央博物館」行きで約20分。終点「博

物館・文化ホール」下車、徒歩1分。
　　　　　・�JR蘇我駅東口2番乗り場から小湊鐵道バス・千葉中央バス「大学病院」行きで約15

分、「中央博物館」下車、徒歩7分。
　　　　　・�千葉寺駅（京成千原線）下車、徒歩約20分（蘇我駅からのバスは千葉寺駅を経由し

ます） 。
　　　　　【自動車をご利用の場合】
　　　　　・京葉道路「松ケ丘」インターチェンジから約5分。

1600万年前…そのころ、日本はトロピカル・アイランド！
太古の世界の“地球温暖化”？

最近は猛暑の年が多いですね…。日本はだんだんと亜熱帯気候になっている、なんて話も耳にします。でも、
太古の時代には、日本中に熱帯〜亜熱帯の海が広がっていたらしい!?　それは、約2400万年前〜約600万
年前の、 “中新世”と呼ばれる時代のできごと。とくに、1600万年前頃はとりわけ暖かくて、海岸にはマン
グローブが生い茂っていたことが、当時の化石の研究から明らかになっています。今回の企画展では中新世
に生きていたさまざまな生物の化石を紹介します。太古の温暖な気候の中で暮らしていた生き物たちの世界
をご覧ください。
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スタックヒルギシジミ

巨大ザメの歯化石が大集合
（カルカロドン・メガロドン）

企画展マスコット


